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※収支報告書は、提出されたものが の ン ー ・"ト上 に'い て公

＼
ソ

ヨ へ

選挙管理委員会

3幡28支 報

千選蘇 号
幽 な)

1治 団 体 の 名 称

告 書 (平成29年 分)
(ぜ い りしに よるのだ よ しひ ここ うえんか い )

※該 当す る区分 に 「!」 を付す こ と。

政 治 団 体 の 区 分

口 政党の支部

団 観酵鐙治団体

ロ 齢 黎 政治団

口

口

口

政 党

政治資金団体

吸治資金規正法第18象の量
第1項 の規定による政治団体

税理士による野田佳彦後援会

2主 たる事務所の所在地 干葉県船橋市本町HO-10船 橋商工会議所会館504

3代 表 者 の 氏 名 増永 保

4会 計 責 任 者 の 氏 名 森谷 捷司 、

活 動 区 域 の 区 分

口2以 上の都道府県の区域等

図 同一の都道府県の区域内

問合せ先

(担当者)
森嶋 康長

(電話)
047-433-3211

【留意事項】

国会議員関係政治団体については,1万 円

を超える支出を記載 レ,コ ピー機により複写

した領収書の写 しを添付すること。

なお,す べての領収書を保管すること。

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 区 分

(政治資金規正法第19条 の7第1項)

口 第1号 に係 る国会議員関係政治団体

[ヨ第2号 に係 る国会議員関係政治団体 、
・公職の候補者の氏名 野田 佳彦

・公職 の種類

(該当する方に0→)

衆議院議員

観 職)
・国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間

回1年 を通じて適用 ,
口 対象年の途中での適用の異動あり

(「異動あ り」の場合のみ以下を記入)

平成 年 月 目 か ら 平成 年 月 日 まで

資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 有 無

口

無

有

(以 下 指定 「有」 の場合 のみ記載)

・公職 の種類

(該当する方にO→)

・資金管理団体の届

出をした者の氏名

(現 職 ・ 候補者)

・資金管理団体の指定の期問

口1年 を通じて適用

口 対象年の途 中での適用の異動あり

(「異動あ り」の場合のみ以下を記入)

平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで

注意

(1}こ の表紙に記載する内容は、問合せ先の欄を除き、政治団体に関して届出た

内容と一致すること。

(2)記 した 慰 訂正 ムは ム昔 〒 の が"・ で

(3)提 出 にあたっては、記載されたページのみ提出してください。

(干凹函ま…函 　鍾 会が記 政治団 は ロも記載 しないこと)

団 体コー ド

粥 ▽2

年分

02り

届出年月日

ラ009 り

( 3

翌年への繰越金

33,2D
ノノ



、
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(その2)

1.収 支 の総 括 表

意:が オ い ・

収
に って

支

能

の
の17び

状 況
の20嘗 圭 ま しオ}ば オ オ い

全団体必要

(1)収 入 総 額(①+②)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

①(前 年 か ら の 繰 越 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

(2)支

②(本 年 の 収 入 額=囚+回+回+回+回+回+回)・ ・ ・ ・ ・ ・ …

出 総 額 (表(そ の13-1)の 合 計 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

(3)翌 年 へ の 繰 越 額 ((1)一(2)) ■ ■ ■o■ ■ ■ ● ● ● ■ ● ■

0

0

0

0

0

1

2

3

4

5

0

0

0

0

0

110271853
}3271852
}700}0011,

14741640
{553!213

2.収 入項 目別金額の 内訳 ※収支が ない場合であっても、010～050の 欄 にはすべ て記入す ること。」 、

(D個 人の負担する党費又は会費

金 額 囚 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

員 数 ・ ・ ・ ・ … 一 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

0

0

6

7

0

0

円
(
U

人
0

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分

(ア)個 人 か ら の 寄 附

〔 う ち 特 定 寄 附 〕

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附

謂
寄

㎜
+

の
胃無

か
㎜。り

体
㎜亨

団

閣㎜
治
一

盈

小

⑰

闇

〔寄附の うち寄附 のあっせ んによるもの)

イ 政 党 匿 名 寄 附

合 計 回(ア+イ)

行 番

0

0

1
-

■
.1
■
1

1

1

1

8

9

0
引
ー

幽
り
乙

3

4

5

0

0

0

n
V

髄
n
V

0

0

0

金 額
万1 円

(
U

0

0

i700joOO'

1700joOO
0

0

{700,1000

備 考

内訳 を表(そ の7-1)へ 記 載 す る こと。

内訳 を表(そ の7-2)へ 記 載 す る こと。

内訳 を表(そ の7-3)へ 記載すること。

080～110の 小計 を記載 す る こ と。

内訳 を表(そ の8)へ 記載すること。

内訳を表(そ の9)へ 記載 すること。

※ 「特定寄附」 とは、候補者等が、政党か ら受 けた政治活動用資金 を自己の資金管理 団体 に寄附 した ものをい う。

※ 「政党匿名寄附」 とは、政党が街頭や講演会等で受けた一件千 円以下の寄附をい う。 全団体必要



一 ㍉

う

(その6)

(6)そ の他 の収入

8

8

9

0 0

10

0 0

摘 要

こ の 頁 の 小 計

1件10万 円 未 満 の も の

合 十壬百 回

金 額
欄 莇… 円

0

1

1

収 入
年 月 日 備 考

→ ※10万 円未満 のその他の収入 については、

合算 してこの欄 に記載 すること。

注意 預金利子や貸付返戻金 な どについ て記載す るもので、 「摘要」欄 にはその 区分 を記載す るこ と。

た だ し、1件10万 円未 満 の収入 につい ては、 「1件10万 円未満 の もの」欄 に合算 して記載す るだ けで よい。



r-・ ㍉
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(その7-3)政 治団体

(7)寄 附 の 内 訳(政 治 団体)

団 体 の 名 称

千葉県税理士政治連盟

千葉県税理士政治連盟

千葉県税理士政治連盟

千葉県税理士政治連盟

金 額
十億 百万

25δioOδ,.

　

25α000,

{50!000
h50}000,1

{7001000'

年月 日

H29.3.23

H29,9,27

H29.10.2

H29.10.12

寄 附 者 の 区 分 政治団体

8 0

81

9 0

0

0

0

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 寄 附

合 十善百

0

{7001000

主 た る 事 務 所 の 所 在 地

千葉県千葉市中央区中央港1司6-12

:F葉 県千葉市 中央区中央港H6-12

干葉 県千葉市 中央 区中央港1-16-12

千葉県千葉市中央区中央港1司6引2

代表者の氏名

藤森 強

藤森 強

藤森 強

藤森 強

備 考

※ 下記注意(2)参 照。

※ 数ページに及ぶ場合 には、最後 のページにのみ 「合計」を記入すること。

注意(1)本 部または支部か ら受 けた交付 金 は、表(そ の5)へ 記 載 し、本 表 には評上 しない こ と。

② 年間5万 円以下の寄附を受けた揚合には、合算 して、 「その他の寄附」欄に記載 してもさしつかえない。
③ 政治団体以外の団体からの寄附は、表(そ の7-2)へ 記載す ること。



(そ の13-1>

3.支 出 項 目別 金 額 の 内 訳

β ・, ヘ

ノ

(1)支 出の総括 表

項 目

1経 常 経 費

(1)人 件 費

② 光 熱 水 費

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費

(4)事 務 所 費
ロ コ コ　　ロ ロ ロ ロロ　コ ロ コ　　ロ 　 ロ 　 ロ ロ 　 　 　 ロ ロ 　　コ

小 計((1)～(4))

0

0

0

〇

一
8

1

2

3

4

0

0

0

0

0

■
ハU

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費

(2)選 挙 関 係 費

③ 機関紙誌の発行その他の事業費※

(
内

訳
)

ア 機関紙誌の発行事業費

イ 宣伝事業費

ウ 政治資金パーティー開催事業費

エ その他の事業費

(4)調 査 研 究 費

(5)寄 附 ■ 交 付 金

■
鑑
訂
経
双■ω

の
「皿計

他

㎜
往
一
そ
バ
⑥

一

合 計

0

0

0

0

0

1

1

1

1

-
占

■

0
0

9

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

■
喧⊥

0

金 額

瑚 百万1 干1円

io
i {
{
{0
0

il22,140
ロ ロ　ロロロ コ ロ 　 　 　　ロ　 ロ ロ 　ロ　ロ　 ロ

i}221140'
+億1崩

刊 円

{
ゴ

1421500
1
}

0

io
} 0

1 lo
0

10
}
i

{0
13101000

匪

{llO　　ロの 　 コ ロ ロ コ 　 　 　 　 　 　

;14521500
} !4741640

備 考

■■■菖幽■■噛一 一 一 一 一 一 一 一 一 一1■ ■■一 綱■■■一 一 閏 翼■舳■薗幽鱈1■暉囑脚■■●

※(080)行 か ら(110)行 の合 計 を、

(070)行 に記 載 す る こ と

うち本部 ・支部間の交付金合計 円

←(800)行 と(801)行 の合 計 を記 載 す る こ と,

.注 意 支出が存在する揚合は、下表に従い必要書類を添付すること(離細 ま表(そ の14) 、(そ の15-D及 び(そ の 工5-2}の注意書きを鰺照、

団体区分

1国会議員闘係政治囲俸

.上記以外の政治団体

1(1戴贋錐 翻 体・接援会萄

個別に記載する金額

驚 欝靖
コど一鼓によサ

写した領轄

写U秘 要

怒電弩要粥訳書(その14)

必要

不要

※資金智理団体は碁要

敦治溝動費霞訳書{その15-1)

必要

攻治瀧 蹟内訳叡その15吻

政治資金パーティーを

盤催した場合に必要

本部又は支部に対して供与し
た交付金に係る支出がある場
合は、(そ の16)を 添付す る
こと。
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(そ の14-3) 資金管理団体 ・国会議員関係政治団体用

(2)経 常経 費(人 件費 を除 く。)の 内訳

出 の 目 的
張具体的に記入すること。

監査報酬費

金 額
+億i百 万

1
千
」
1
-2

　

,600

{
} {

} {

年 月 日

H29.5.24

項目別区分 事務所費

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 支 出

合 十善
口

21600

} i 540

22h40

支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

松崎美和税理士事務所

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

船橋市 本郷 町442ク リア'、イツ船橋201号

備 考

※1件 当た りの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の

政治団体:5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」

欄に記載すること(領 収書の写しも不要)。
なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

注意(1)経 常経費(人 件費を除く。)の 支出があれば、必ず本表の提出が必要である.

② 項目別区分は、 「光熱水費」、 「備品 ・消耗品費」、 「事務所費」 とし、それぞれ別葉 として作成すること。

③ ①国会議員関係政治団体:1件 当た りの金額がユ五且超の支出にっいて記載し、コピー機により複写 した領収書の写 しを添付すること。

②それ以外の政治団体:1件 当た りの金額溺5万 円以上の支出にっいて記載し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。

④ 領収書を徴 し難かったものにっいては、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

㈲ 金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書(別 添第8号 様式の2)」 に振込明細書の写 しを添付 して提出すること。



(そ の15-1)

r七 ・

↓該当する項目に必ずOを すること

、

,
ノ

(2)政 治活動費の内訳

出 の 目 的
選具体的に記入寸ること。

会合費

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 支 出

合 計

項目別区分

↓該当する分類を必ず記入すること

(該当する項目にO)
1組 織活動費
2.選 挙関係費
3.機 関紙誌の発行事業費
4.宣 伝事業費

5.そ の他の事業費

6.調 査研究費

7.寄 附 ・交付金
8.そ の他の経費

金 額
億十 百万}

14杢150δ

i

}

{
{

}

{ !
}1421500

年 月 日

H29.10,30

支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

船 橋 ゲランドホテル㈱

項目別区分
小分類

(その13-2)注 意事項のうち、項 目

別区分(小 分類)例 を参考に記入

i 0

1 !1421500

組織活動費
支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

千 葉 県船 橋 市 本 町7一判一1

備 考

→ ※1件 当たりの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理

団体 ・後援会等):5万 円未満の支出は、一括してその合計額を 「その他の支出」欄に記載すること

(領収書の写 しも不要)。 なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

注意(1)

(2)

(3)

(4)

㈲

政治活動費の支出があれば、必ず本表の提出が必要である.た だし、政治資金パーティー開催事業費については、表(そ の15-2)へ 記載すること。

①国会議員関係政治団体:1件 当た りの金額が⊥互巴超魁 について記載し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること.

② それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理団体 ・後援会等):1件 当た りの金額が5万 円以上の支出にっいて記載し、コピー機により複写した領収書の写 しを添付すること。

領収書を徴 し難かったものについては、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書(別 添第8号 様式の2)」 に振込明細書の写しを添付して提出すること。

項目別区分は、総括表の項目を、適宜、小分類 し、それぞれ別葉として作成すること。



(そ の15-1)

r'七

↓該当する項目に必ず0を すること

、

(2)政 治活動費の内訳

出 の 目 的
辣{具体的に記入す ること。

寄附金

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 支 出

合 計

↓該当する分類を必ず記入すること

項目別区分

(該当す る項 目にO)
1.組 織 活動費

2.選 挙 関係費
3.機 関紙誌の発行事業費

4.宣 伝 事業費

5.そ の他の事業費

6.調 査研究費

⑦ 寄附 ・交付金
8.そ の他の経費

金 額
十億 百万}

30δloOδ

{

{
}

}
i {3001000

年 月 日

H29,10.3

支 出 を受 けた 者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

野田よしひご後援会

項目別区分
小分類

(その13-2)注 意事項のうち、項目

別区分(小 分類)例 を参考に記入

寄附金

UoloOO
i310}000

,

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

千 葉 県船 橋 市 薬 円 台6-6-8-202

備 考

→ ※1件 当た りの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理

団体 ・後援会等):5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」欄に記載すること

(領収書の写しも不要)。 なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

注意(1)政 治活動費の支出があれば、必ず本表の提出が必要である。ただし、政治資金パーティー開催事業費については、表(そ の15-2)へ 記載すること。

② ①国会議員関係政治団体:1件 当た りの金額が⊥互田超蟷 にっいて記載し、コピー機により複写した領収書の写 しを添付すること。②
それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理団体 ・後援会等):1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載し、コピー機により複写 した領収書の写 しを添付すること.

{3)領 収書を徴し難かったものにっいては、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

㈲ 金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書(別 添第8号 様式の2}」 に振込明細書の写しを添付して提出すること。

⑤ 項目別区分は、総括表の項目を、適宜、小分類し、それぞれ別葉 として作成すること。
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1資 産等の総括表

資 産 等 の 状 況 全団体必要

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分

ア 土 地

イ 建 物

ウ 建物の所有を目的とす る地上権又は土地の賃借権

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産

オ 欝纏糠鰺斐識欝茎撫 鑛鮭肇潔鰐

力 金 銭 昔
ロ
イ 託

キ 有 価 証 券

ク 出 資 に よ る 権 利

ケ 貸付 先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る貸付 金

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金

サ 取 得 の価 額 が100万 円 を超 え る施設 の利 用 に 関す る権利

シ 借 入 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金

14 16

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

有 ※注③参照
88

口

口

口

口

口

[コ

[コ

口

口

口

[:1

[コ

無

図

口

図

団

団

備 考

注意(1)す べての団体が提 出す るものであ るこ と。

(2)団 体 と して の資産等 につ いて記載 す るものであ り、全ての項 目につい て有 ・無 のいずれか に 「/」 を付す ご と。

③ 「有」欄 に!を 付 けた資産等 にっ いては 、その内訳 を表(そ の18)に 記載す るこ と。
全団体必要
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書

全団体必要

添 付 書 類(別 添の とお り)

[ヨ領収書等の写 し

回 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

※添付 した書類 の 「口」に 「!」 を付す こと。

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

平 成30年5月25日

政 治 団 体 の 名 称 税 理士 に よ る野 田佳 彦 後援 会

会計責任者の氏名 森谷 捷 司

(以下は解散届提出時のみ記入)
(代 表 者 の 氏 名 ㊥)

※解散の場合は、解散届 も必要 とな ります。

遜



政治資金監査報告書

平成30年5月24日

税理士による野田佳彦後援会

代表 増永 保 殿 登録政治資金監査人

譲嫡 家和
登録番号

研修終了年月日 平成21年

㊧
第1976号

6月29日

/

ー

1監 査の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づ

き、税理士による野田佳彦後援会の平成29年 に係 る法第12条 第1項 に規定する収

支報告書のすべての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る

会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及

び振込明細書に係る支出目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写しを含む。

以下同じ。)に ついて、支出に関する政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マニ
ュアル」という。)に基づき行った。

(3)私 の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の

作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書

等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目

的書について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告す

ることにある。

(4)こ の政治資金監査は、税理士による野田佳彦後援会の主たる事務所において行った。

し

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計帳簿、明細書、領収

書等、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書が保存されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項について、会計帳簿には、当該国会

議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員

関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項にっいて、法第12条 第1項 に規定

する収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、振込明細書及び振込明細書に係る

支出目的書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項について、振込明細書に係る支出目

的書は、会計帳簿に基づいて記載されていた。

3業 務制限

税理士による野田佳彦後援会と私との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違

反する事実はない。

また、税理士による野田佳彦後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他

の従業者との間においても、同様である。

以上


